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第 1 章 序論 
 
 


































































  複合語  →  語形成規則 /部門     動機づけ  ⇒  複合語  
     
   生成文法の研究のポイント：         本研究のポイント：  
  複合語から語形成規則、       複合語の形成を動機づける要因を  
  語形成部門の違いを導き出すこと   明らかにすること  
 
                     → 語形成規則を抽出するプロセス  
                     ⇒ 複合語の語形成を動機づけるプロセス  











































1.3 研究範囲  








（直接、間接）目的語、主語 1との複合語  
 
 具体例は以下の通りである。  
 
（3） [目的語―動詞 ]缶けり、ゴミ拾い、歯磨き、皿洗い、綱引き、草むしり、庭弄り、 
       灯篭流し… 
[修飾語―動詞 ]手書き、手打ち、窯焼き、片手割り、飛び蹴り、立ち読み、寝冷  










られる [-持ち ]や [-乗り]を用いて作られた「家持ち」などの派生語と見なすことができる語
は、その語構成要素の関係が（2）の定義に一致しており、影山（2002）などの先行研究
                                                 
1 より厳密に言うと、非対格自動詞の主語である。他動詞や非能格自動詞の主語は日本語

















 具体例は以下の通りである。  
 
（5） [主語―動詞 ]地震（地震）、心悸（動悸）、國營（国営）、市立（市立）、私設（私     
      設）、專家推薦（専門家推薦の）、兒童用（児童用の）…  
[動詞―目的語 ] 賞花（花見）、吃醋（焼き餅を焼く）、動員、熬夜（夜更かし）、  
      得罪（恨みを買う）、結婚、出版、進口（輸入する）、搬家（引っ越  
      す）、摸魚（油を売る）、放水（八百長をする）、找碴（あら探しをす 
      る；因縁をつける）…  
[修飾語―動詞 ] 高舉（高く挙げる）、緊握（きつく握る）、合唱、紅燒（しょうゆ  
      煮込み）、手搖（手回し）、盲打（ブラインドタッチ）、清蒸（酒蒸し）、  
      乾洗（ドライクリーニング）、夜遊（夜遊び）、飛踢（飛び蹴り）、海  
      釣（海釣り）、口譯（通訳）、水洗、針織（棒針編み）、火葬（火葬）、  










ここでは先行研究でよく研究対象として取り上げられる  [動詞―目的語 ]タイプの動詞由
来複合語を例に見ることとする。  
 
（6） 複合語：吃飯（ご飯を食べる；食事する）、放水（水を放つ；八百長をする）、拔  
    河（河を抜く；綱引き）、吃醋（酢を飲む；焼き餅を焼く）擦屁股（尻  
    を拭う；後始末をする）、摸魚（魚に触る；油を売る）、抽車（自転車を  
    引く；立ち漕ぎ）  
（7） 動詞句：吃麵（麺を食べる）、放手（手を放す）、做蛋糕（ケーキを作る）、擦桌  








1.4 研究方法  
 
















1.5 本研究の構成  
 
 本研究は 6 つの章によって構成される。第 1 章では以上の通り、本研究の研究動機、研
究目的、研究範囲及び研究方法について述べた。  
 第 2 章では先行研究を概観し、その問題点を指摘した上で、本研究の立場、仮説及び論
文で扱う概念を提示する。  















 第 5 章では第 3 章、第 4 章の考察結果を踏まえた上で、形態変化の有無及び語順といっ
た日中両言語の言語類型上の違いがそれぞれの動詞由来複合語にどのような変化をもたら
しているのかを見る。第 3 章、第 4 章に関連しつつ、両言語の動詞由来複合語の意味と機
能を中心に分析していく。  





第 2 章 先行研究と理論的な枠組み 
 
 
2.1 はじめに  
 








述べ、2.4 節では本研究の仮説を提示する。  
 

















（1） a.語形成規則、語形成部門、語形成レベル、生産性について考察したもの  
b.機能を考察したもの  
 
 以下、2.2.1 節では（1a）の先行研究の視点とその問題点を、2.2.2 節では（1b）の先行



































（2） 味ヲ ツケル コト⇒味ツケコト⇒味ツケ  
カンヲ 切ル モノ⇒カン切りモノ⇒カン切リ  
モノヲ トル ヒト⇒モノトリヒト⇒モノトリ  
左ガ 利ク サマ⇒左利キサマ⇒左利キ  
日ガ 暮レル トキ⇒日暮レドキ⇒日暮レ  
水ガ タマッタ トコロ⇒水タマリトコロ⇒水タマリ  
早ク 起キル コト /サマ /ヒト⇒早起キ  
共ニ 稼グ コト /サマ⇒共稼ギ  
ヨチヨチト 歩ク コト /サマ⇒ヨチヨチ歩キ  
奥津（1975: 169-170）  
 
 奥津の変形規則の提案とは異なり、Mihara（1988）は統語構造におけるどのような意
味役割が最も複合語に編入（ incorporate）されやすいかを（3）のように検証している。  
 
（3） ガ格 agent *歌手歌い、*スーパーマン飛び、*ランナー走り  
ガ格 experiencer *政治家悩み、*両親恐れ、*合格者喜び  
ガ格 patient *有名人死に、*子供泣き、*勝者笑い  
ガ格 theme *家賃上がり、*ベル鳴り、*天気変わり、*景気崩れ、*雪降り、*煎  
  餅割れ、*電線切れ、*ドア開き  
ヲ格 theme 人殺し、コメ作り、おむつ洗い、手紙書き  
ニ格 goal *学校行き、*風呂行き、*出版社送り、*両親送り、*保育所預け、  
  *被災者あげ、*課長渡し  







デ格 instrument *洗濯機洗い、*盥洗い、*日本語書き、*英語書き、*折り紙作  
  り、*金属作り、*旋盤引き、*水車挽き、*貯金買い、*空手割り、*落ち葉焼  
  き、*縄殺し、*毒殺し、*箸食べ、*素手食べ、*バット殴り、*こん棒殴り、  
  *接着剤付け、*ホチキスとじ  
デ格 locative *パリ死に、*大学学び、*卒業式泣き、*寄席笑い、*友人宅泊まり、  
  *アパート住み  
カラ格 source *田舎来、*入門コース始め、*ブドウ作り  
Mihara（1988: 66-85 一部改変）  
 
 Mihara は上記の例に見るように、動詞とヲ格 theme という関係で結ばれている複合語
のみ新語が作りやすく、他の関係で結ばれている複合語はほとんど作れないという理由か
ら、「only theme arguments of transitive verbs can be productively incorporated into 




































                                                 
3 生成文法など言語部門を想定した理論では、統語構造（の深層構造）に投射される述語
の語彙情報に項（argument）に関する情報、つまり項構造（argument structure）が記































伊藤・杉岡（2002: 131）  





 活動（activities）    動詞 [x ACT（ -ON y）] 
 到達（achievements）  動詞 [y BECOME [BE z] 
 状態（state）      動詞 [y BE z] 
 達成（accomplishments）動詞 [[x ACT-ON y]CAUSE[y BECOME[BE z]]]  
（x と y は動詞の項を意味する）  
 
 活動動詞は自動詞の場合、ACT のみによって構成されているが、他動詞の場合なら ON 
y も含まれる。到達動詞は一瞬の変化を表すため、変化を意味する BECOME と変化後の




























集合であるとしている（同 :132）。  















3 つのタイプがあると指摘している。  
 
（10） a. N+V 複合語が全体として名詞になる場合  
 山登り、あら探し  
b. N+V 複合語が全体として動詞（述語）として働く場合  
 ジーパンを丸洗いする、運賃を値上げする  
c. N+V 複合語が全体として形容詞的に働く場合  
大学出の（野球選手）、親譲りの（無鉄砲）  












語構成要素間の関係によって次の 2 種類に分け、次の表のように主張している。  
 
                                                 
5 「*山登りする」をそれほど不自然ではないと感じる日本語母語話者もいるだろうが、そ
れは話し言葉の場合、「を」が省略される場合が多いためである。しかし、書き言葉の場合、




 内項の複合  付加詞の複合  
例  ゴミひろい  手書き、薄切り  
品詞  普通名詞  動名詞、形容詞的名詞  
連濁  起こさない  起こす  
レベル  項構造  語彙概念構造  
伊藤・杉岡（2002：130 一部改変）  
表 2-1. 日本語の動詞由来複合語の品詞等  
 









 内項複合語  付加詞複合語  










項構造  語彙概念構造  語彙概念構造  語彙概念構造  












内項複合語に分類されるが、表 2-1、表 2-2 に示された普通名詞であるとは言いにくい。



















（11） a. 動詞由来複合語の語構成要素間の関係から導き出された語形成規則は分類及  
  び語構成のパターンの傾向を記述できるが、それと同じ構成の新しい造語の  
  成立可能性を予測することはできない。  
b. 語構成要素間の関係を記述することによって、動詞由来複合語がどのように  
  用いられるかの傾向をある程度把握できるが、語構成のパターンのみでは機  



























→ 語形成規則を抽出するプロセス  











2.3 本研究の立場及び理論的な枠組み  

































             スキーマ  
                 [A]      より抽象的  
 
             [B]     [C]   より具象的  
             事例    事例  












[[X]動詞連用形 ]という抽象度の高いスキーマの下に、  [[内項 ]動詞連用形 ]や [[付加詞]動詞
連用形 ]などのより抽象度の低いスキーマの存在が考えられる。さらにその下には [[N]狩
り]や [[手]動詞連用形]など、より抽象度の低く、具象度の高いスキーマも存在していると
考えられる 7。  
 


































はその後に遭遇した事例の数の違いによるものである。前者は cooked のほかにも stayed
や danced など同じ［-ed］で終わるパターンに頻繁に遭遇するのに対し、 caught などと
同じ［C-{a/o}-ught］というパターンの表現にはそれほど出会わない。［ -ed］というスキー
マは多くの異なった事例に見られるため、規則としての力が強くなる。その結果（図 2-3










図 2-3. 英語の規則変化と不規則変化の過去形のタイプとスキーマ  




























2.3.2 本研究のレキシコンと文法の捉え方  
 











図 2-4. 記号と慣習性、スキーマ性の関係  



















個々の事例から抽象化された構文スキーマと見なす。図 2-5 に示されている [[X]動詞連用
形]や [[内項 ]動詞連用形]、[[原材料 ]入り]は構文スキーマに、「山登り」や「綱引き」など
は事例にそれぞれ対応している。また、点線は個々の事例からスキーマを抽出する過程を
                                                 











例からボトムアップ的に抽象化された構文スキーマであるため、従来の [[内項 ]動詞連用形 ]
と[[付加詞]動詞連用形]の 2 種類のみならず、図 2-5 に示したように階層的に複数存在して
いることになる。  
スキーマ性の低い構文スキーマからスキーマ性の高い構文スキーマを順番に見ていく
と、まず、前項をかなり詳細に指定する「 [[原材料 ]入り]」や「 [[場所 ]生まれ ]」が最も下
に位置していると考えられる。その上に行くと、ややスキーマ性が高い「 [[内項]動詞連用
形]」や「 [[付加詞]動詞連用形 ]」が存在していると考えられ、さらに上に行くとスキーマ








（13） [[誰か(x)/何か(y)]譲り]（誰か(a)/何か(b)の属性、x と a/y と b の間には血
縁またはそれに似た関係を持つ）  
例：母親譲りの性格、ポルシェ譲りのボクサーエンジン…  
（14） [[誰か(x)/何か(y)]扱い]（誰か(a)を(x)/ (y)かのように扱う）  
例：犯人扱い、子供扱い、バカ扱い、素人扱い、空気扱い…  
（15） [[何か(y)]破り]（(y)を破るような何か(b)）  
例：常識破り、おきて破りな作戦（『夢の扉+』TBS 2013/8/11）、記録破りの暑さ
（『フルタ家の不思議なテレビ』NHK2013/8/21）… 






（17） [[何か(y)]入り]（主原料でない(y)が入っている何か(b)）  
例：チーズ入り、アーモンド入り、カルシウム入り…  
（18） [[どこか(z)]巡り]（主に観光目的でどこか(z)を巡る）  
例：出雲巡り、伊勢巡り、ヨーロッパ巡り…  
（19） [[動物（x）]（移動）動詞]その動物（x）のように移動する/行動すること  
  例：うさぎ跳び、カエル泳ぎ、カニ歩き、鷲掴み、とんぼ返り… 
 



















図 2-6．規則的な複合語の及び語彙的な複合語の連続性  
 





























いとされてきた（2.2.1 参照）。  
 
（20） *[[山と岩]登り]（影山 1993: 10）、*[[高い山 ]歩き]（影山 1993: 344）、  






（21） 弱いものいじめ（影山 1993: 10）、幻の著者探し、古本屋の女房殺し、あじさ
いの花の寺めぐり（影山 1993: 326）、小麦色の美肌作り（影山 1993: 332）、ス

















作れる [-付き ]や [-作り]だけだと指摘し、複合語の句の包摂という「統語的な現象」を生産
性がもたらしたものだと主張している。  
 
（22） a．[小さな庭]付き  






い動詞連用形（e.g.， [-集め ]、[-飛ばし ]、[-外し]）も入っている。  
 



























 以上の観察をまとめると、句の包摂が可能かどうかを図 2-5、図 2-6 に基づき、次のよ
うに捉え直すことができる。  
 










ため、それを利用し句を取り込むような表現を作るのは難しい 9。  
 次に、[-探し]や [-作り ]は上記の例のほかに、「中古車探し」や「家探し」、「ケーキ作り」
などの表現も可能であり、タイプ頻度が高いと思われるため、一つの規則として抽出され
ていると考えられる。「いい部屋探し」や「新党のマニフェスト作り」はそのような規則で
























































（図 2-7a の太線以外の部分）はベースとなる。  
 




図 2-7. 「斜辺」及びその概念に関わる背景的な知識  











（25） 構成的役割（constitutive role）：事物とその構成素との関係  
形式的役割（ formal role）：上位概念における事物の特徴づけ  
目的的役割（telic role）：事物の目的と機能  
産出的役割（agentive role）：事物産出に関わる要因  




















                                                 












































（28） a．焼き魚；洗濯物を干す  
b．??手焼き魚（cf.手焼き煎餅）；??干物を部屋干しする（cf. 洗濯物を部屋干し
する）  
（29） a．炒   飯；  打   球  
 炒める ご飯； 打つ  ボール  
（チャーハン；ボール遊び）  
b．??糖  炒  飯（cf.糖炒栗子）； ??盲   打   球（cf.盲打（鍵盤）11） 




















                                                 
11 詳細は第 4 章で検討するが、「盲打」の対象は一般的にキーボードであると理解される
が、それを文に明示することができない。  























2.5 その他の諸概念  
2.5.1 動名詞  
 
 日本語（学）における動名詞（verbal noun）は影山（1993）が提案したものである。
影山は形態を主要な基準とし、 [-する ]と結合できるものを動名詞とする。  
 
（32） a．散歩する、研究する、徹夜する  
b．立ち読みする、夜遊びする、買物する  
c．テストする、プリントする  
（33） *医者する、*うす味する、*自動車する、*ネクタイする  































（36） *改買一個小型。（*小型を買い替える）  
（37） *現行了制度。（*制度を現行した）（吕叔湘・饶长溶 1981: 81）  
 



























詞、動詞はそれぞれ図 2-8、図 2-9、図 2-10 のように表示される。  
 
 





 図 2-8 は「車」や「本」などの様々な名詞を抽象化した概念を表している。名詞は通常
図 2-8 のように概念的に自立し、独自に想起できる何らかのまとまりである。それに対し、
形容詞は図 2-9 に示されるような他の概念に依存する関係概念の一つである。  
 
 































2-12 でプロファイルされている（太線で描かれている）丸は図 2-8 と同様にモノが示され
ているが、網掛けされ、破線で描かれた丸と矢印はそのモノを製造する（2.5 節の（25）
における産出的役割に相当する）人が表示されている。  
 一方、産出的役割ではなく、目的的役割と融合したモノ概念は次の図で表示できる。  
 
 






































第 3 章 日本語の動詞由来複合語の語形成と意味機能 
 
 













機づけられている」ことを論じる。続いて 3.4 節では 3.3 節を踏まえて、語形成を動機づ
ける百科事典的知識が 2 種類あると想定することによって、先行研究の反例となっている
複合語がなぜ今のように用いられているのかが説明できることを論じる。3.5 節では 2 種
類の知識という想定では語彙概念構造では処理できない多義性及び選択制限も説明できる
ことを述べる。最後に、3.6 節では本章のまとめ及び今後の課題を述べる。  
 










究を、3.2.2 節では機能を考察した先行研究を詳しく見る。  
 













（1） 窓締めにご協力ください  
伊藤・杉岡（2002: 49 一部改変）  
（2） 超能力によるスプーン曲げ  
無理な機首上げが、今回の飛行機事故を引き起こした  
（コンピュータの）プログラムのバグひろい  






伊藤・杉岡（2002: 130-131）  
 













複合語は機能によって、名詞、動名詞、形容詞 13（的なもの）の 3 種類に分類することが
できる。動詞由来複合語の機能は如何にして決定されるのか、これまでは語形成レベルの
違いによるとされている（杉岡・小林 2001，伊藤・杉岡 2002，由本 2009a，2009b，2011，
Yumoto 2010）。  
 伊藤・杉岡（2002: 130）は前節で見たように、日本語の動詞由来複合語を内項複合語と
付加詞複合語との二種類に分類し、内項複合語は項構造（第 2 章の 2.2.1 節の脚注 3 参照）























（4）～（6）に示されるように [-する ]をつけて用いられる [+V]素性の動名詞となるという。  
 









にあるいは [-の]をつけて形容詞のように用いられるという（伊藤・杉岡 2002: 118-119）。 
 
（7） ［結果状態－BE］赤むけ、黒こげ、びしょ濡れ、こま切れ（だ）  




素性になるという（伊藤・杉岡 2002: 120）。  
 
（8） ［材料―BE］石作り、木彫り、モヘア編み、毛織り（だ）  










（9） ペン書きする /ペン書きの答案  
肉を炭火焼きする /炭火焼きの肉  
（cf. 日焼けする /*日焼けの肌、手洗いする /*手洗いのセーター）  
伊藤・杉岡（2002: 121 一部改変）  
 





























（11） a. 先割れ（のスプーン）、景気が先細りだ、先太り、尻下がり、尻すぼまり、頭  
   勝ち、腰抜け  
b. 尻上がり（の語調）、右肩上がり、前上がりの（着付け）  
c. （このピーナッツは）皮付きだ。（さや付き、骨付き、種付き）  
d. （このカードは）期限切れだ。（品切れ、種切れ、尻切れ）  









（12） ご飯をパック詰めする  
スープに味付けする  
（13） 山菜を灰汁抜きする  
株が値下がりする  








（14） 箱 + つめる → 箱づめ  
湯 + とおす → 湯どおし  




（15） 値 + ひく  → 値びき  
幅 + つめる → 幅づめ  
代 + かわる → 代がわり  




構造から項を獲得しているかどうかによるとしている（Yumoto 2010: 2393）。  
 


























（18） シャツをしみ抜きする /??シャツを抜く  
（19） ワカメを塩出しする /??ワカメを出す  







景化するために動機づけられている（Yumoto 2010:2403-2404）。  
 
3.2.3 先行研究のまとめ及び問題点  
  
 以上の先行研究は次の表のようにまとめられる。  
 
 内項複合語  付加詞複合語  






手作り  黒焦げ  
品詞  普通名詞  形容詞  動名詞  動名詞  形容詞  
生産性  高い  主要部動詞による  主要部動詞による  低い  
連濁  無  有  有  有  





表 3-1. 日本語の動詞由来複合語の先行研究のまとめ  
 





































































































 次に、生産性に関する問題点を見る。第 2 章でも見たように、先行研究で生産性が高い
とされている「目的語―他動詞」という関係で結ばれている内項複合語に新しい造語とし
て成立しない表現がある。  
                                                 
14 連濁を示すために（20）～（25）の例にふりがなをつける。  
15 吉田（2008）は連濁が起きる動詞由来複合語は比喩表現や揶揄表現、日本人の習慣を表
すものが多いと説明している。実際、語は複合に伴い、母音交替や連濁などの音韻的変化






















（29） 荒砕き堅焼き煎餅（商品名 /亀田製菓）  
（30） 堅あげポテト（商品名 /カルビー）  
（31） 窓つり広告（函館市電）  
（32） タレの二度漬け禁止（大阪の串揚げの店）  
（33） 大人の家飲みを楽しもう（サッポロビールの広告）  
（34） リズム殺しと鈍器殺し（お笑い芸人のジャルジャルコント）  
































































（40） a．手焼き煎餅、足こぎボート、包丁切りうどん、早ゆでパスタ  
b．?手焼き魚、?足こぎ自転車、??包丁切り餅、??早ゆでカニ  







（42） 「手焼き」： [道具（手で）－ACT-ON ] 




（44） 「包丁切り」： [道具（包丁で）－ACT-ON ] 
（45） 「早ゆで」： [様態（早く）－ACT-ON ] 
（46） 「箱売り」： [様態（箱ごとで）－ACT-ON ] 
（47） 「二人乗り」： [様態（二人で）－ACT-ON ] 







































（50） 二人乗りの自転車  































































多義性  言及がない  語彙概念構造の意味表示のみでは
複合語の多義性が説明できない。  












3.3 付加詞複合語形成の動機づけ  
 






















      菜）、朝干し（干物）、朝茹で（カニ）、夏蒔き（野菜の種）  
 
                                                 





     包丁切り（うどん）、機械練り（石けん）、手揉み（茶）、手選り（小豆）、 
     手延ばし（ナン）、手捏ね（ハンバーグ）、手包み（餃子）、手切り（和 
     牛）、湯捏ね（食パン）、水車挽き（そば）、石臼挽き（そば）、炭火焼 
     き（鳥）、甕出し（紹興酒）、釜炒り（茶）、足こぎ（ボート）、横挿し  
     （電源コード）、生絞り（ジュース）、時間貸し（駐車場）、直火炊き（釜  
     飯）、ガス炊き（ご飯）、後入れ（即席めんの調味料）、週替わり（メニ  
     ュー）、房採り（トマト）、3 分づき（お米）、平置き（駐輪場）、２人掛  
     け（ソファ）、株採り（えのき）、斜め掛け（ショルダーバッグ）、建て  
     売り（住宅） 
場所＋動詞：家あげ（花火）、指定農園しぼり（オリーブオイル）  
結果＋動詞：二本出し（自動車のマフラー）、早茹で（うどん）、深煎り（コーヒ  






     金）今払い 
道具、方法、様態＋動詞：（ケータイメール）両手打ち、（黒毛和牛の）一頭買い、  
     （プラモデル）筆塗り、（ドリンク）箱売り、（いなり寿司）一個売り、 
     （乾燥きくらげ等）湯戻し、（ゲームカード）カートン買い、（洗濯物） 
     単品洗い、（食器）予洗い、（AKB48 の CD）大量買い、（ボタン）3 秒  
     押し、（番組ロケでの）本気食い、（文字）斜め書き、（白髪の）狙い染  
     め、（バドミントンガットの）即張り、（髪）早染め、（ひげ）早剃り、 
     （自転車）早漕ぎ、（タレ）二度付け、（唐揚げ）二度揚げ、（煎餅）一 
     枚売り、（料金）カード払い、（グラタン作りの時のパスタの）別ゆで、  
     （新聞）試し読み、（マンガ）回し読み、（ピアノ）片手弾き、（自転車） 
     片手乗り、（缶ジュース）回し飲み、遅寝、遅起き、（肉）陶板焼き、  




     （きゅうり）一本漬け、（プラモデル）仮組み、（お菓子）歩き食い、（回  
     転寿司）流れ食い、（たまご）片手割り、（餃子）両面焼き、露天掘り、  
     お尻歩き、爪先立ち、（ハンバーグ）挟み焼き、（パンク）水調べ、（ト  
     マト）湯剥き、一棟貸（テナント）、（レンタカー）満タン返し 
場所＋動詞：（お酒）宅飲み、家飲み、（魚）池釣り、（ごはん）店内炊き、（灯油） 
     店頭売り、床寝  
原因＋動詞：中年太り、やけ食い、異臭騒ぎ  
比喩（～のように）＋動詞：（玉入れで）拝み投げ、（ご飯）包み炊き、（食器）撫  
     で洗い、カニ歩き、キョンシー歩き  
 
 上の例の多くに見られる共通点は、第 2 章で述べたように、被修飾語もしくは目的語に
相当する名詞が限定されていることである。また、特に生産的な語形成パターンも存在し
ている。よって、以下では第 2 章に提示した仮説に基づき、この 2 点を手掛かりに考察を
進めたい。  
 
3.3.1 属性を示すのに用いられる複合語  
 
 最初に、属性を示すのに用いられる複合語を提示すると、次の通りである。  
 
（54） 窯焼きパン /ピッツァ  
 （車の）二本出しマフラー  
  秋摘み茶葉  















（55） パンに関する知識  
構成的役割：小麦粉  



















                                                 
19 近年、「窯焼きプリン」という表現も目にする。使用状況を把握するために、インター
ネットの検索結果を参考にした。その用例数から、パン類のほうが基本だと思われる。（「窯
焼きパン」354,000 件；「窯焼きピッツァ」3,110,000 件；「窯焼きピザ」195,000 件「窯焼




























（57） 茶葉に関する知識  
目的的役割：飲料水を作る  




















茹で時間：6～13 分  
 
 クオリア構造による記述には入らないが、ゆで時間もマカロニに関する背景的な知識の


























（59） （いなり寿司 /まんじゅうの）1 個売り  










































（62） 餃子に関する知識  
構成的役割：小麦粉、肉、野菜  
目的的役割：食べる  
産出的役割：小麦粉の生地で野菜や肉で作った餡を包み、（焼いて /茹でて /蒸して） 










































                                                 

































                                                 
















































































（70） 東京生まれ、1981 年生まれ、昭和生まれ、仙台育ち（の一朗）… 
（71） 3 階建て（のビル）、6 枚切り（食パン）、（このきっぷは）3 枚綴り、2 人乗り（の

















（73） （特定の人物かに関わらず）人間に関する知識  
産出的役割：○年○月○日に○○に生まれる。  














（74） ビルに関する知識  
構成的役割：鉄筋コンクリート  
形式的役割：2 階以上の高層建築物  

















（75） お酒を割ることに関する知識  
目的：アルコールを薄める /飲みやすくする  
方法：（氷を入れて）酒以外の飲み物で割る  



















    語形成を動機づける  


























3.4 動詞由来複合語の機能  
 






                                                 


























（76） 卵を釜で徐々に固くゆでる  
＜行為（ACT）＞→＜変化（BECOME）＞→＜結果状態（BE）＞ 
       ↑        ↑         ↑ 
釜で       徐々に        固く 
杉岡・小林（2001: 253）  
                                                 
25 日本語（学）で形態的な特徴に基づき、広く認められている形容詞は「い形容詞」と「な
形容詞」であるが、本研究は機能に基づき、「早ゆで（の）パスタ」のような、もっぱら物









（77） ?ボートを足こぎする。（cf．足こぎボート）  
（78） ?メガネを手持ちする。（cf．手持ちメガネ）  
（79） (?)パスタを早ゆでする。（cf．早ゆでパスタ）  
（80） ?シートに七人がけする。（cf．七人がけのシート）  
























3.4.1 付加詞複合語の機能  
 





（82） パンのイメージとそれに関する知識  
    
  （a）     （b）  
 
 
















形式的役割：丸い /細長い…その他様々  
目的的役割：食べる  
産出的役割：小麦粉を練って、それをオーブ  








  背景知識の前景化  
  （a）   （b）             （c）  
   パン                蒸しパン  
































        
  （a）          （b）  
          蒸しパン         窯焼きパン  
図 3-2．「蒸しパン」と「窯焼きパン」のイメージの比較  
 


















































（84） みかんを売ることのイメージとそれに関する知識  













          背景知識の前景化  
          みかん売り            箱売り  


















             の  
窯焼きパン        みかんの箱売り 26 



















                                                 



















本 2009a: 216 一部改変）先割れのスプーン、景気が先細りだ、尻上がりの語調、
前上がりの着付け、このピーナツは皮付きだ、このカードは期限切れだ  































（89） ウメのイメージ・スキーマとそれに関する知識  

























          背景知識の前景化  
           （a）             （b）  
           ウメ            種抜きウメ  
点線：一致  
図 3-5.「ウメ」と「種抜きウメ」の比較  
 











（90） 私鉄各社がそろって運賃を値上げ /値下げした。（影山 1999: 134 一部改変）  













（92） 特性…地這いきゅうり、ハエ採り草、鉄喰い植物、人食いザメ、子持ちししゃも、  
   柱よけベッド、股抜きシュート /パス  
外観…幌張り 27トレーラー、タイル張りの風呂、ガラス張りの窓、金箔張り、味玉  
   のせラーメン、ラバー張りラケット、肘掛け椅子  
存在場所…缶入りプリン、外付けハードディスク、壁掛けテレビ  
目的…ハエ採り紙、菜切り包丁、コク出しにんにく、魚焼き網、枝切りバサミ、  














                                                 








（94） 線香のイメージとそれに関する知識  










         背景的な知識の前景化  
          線香              蚊取り線香  


























（95） 不用品を車庫に入れた。 /*不用品を車庫入れした。  
（96） 車を車庫に入れた。 /車を車庫入れした。  
（97） 車庫入れ[+V]: [X] CAUSE [[Y] i BECOME [[Y]i BE-IN –[GARAGE j]]] 
「車庫」のクオリア構造  
FORMAL= x:container=of（x j、y i）  
CONST＝contain（x j、y i: car） → [y] i BE-IN-[GARAGE j] 
TELIC＝house（e、z、y i）  
cf. kill: [x ] CAUSE [[y] i BECOME [ [y ] i BE AT-[DEAD]]] 
由本（2011:320）  
 



















（98） 洗濯物を干すことのイメージ・スキーマとそれに関する知識  




















         背景的な知識の前景化  
      洗濯物を干すこと             部屋干し  









3.5 動詞由来複合語に見られる多義性及び選択制限  
 





（99） 二人乗り（自転車）  






















 次に、選択制限を見るが、動詞由来複合語の語形成を動機づける知識が 2 種類存在して
いるという仮説は複合語の選択制限も説明できる。  
 
（101） 二人乗り自転車 /自転車の二人乗り  



































































































































（2） 白斑狗魚   則   肉質  緊湊，   需  紅燒。（CCL） 
ノーザンパイク と言えば 肉質 引き締まり 必要 醤油煮込み 
（ノーザンパイクは身が引き締まっており、醤油煮込みにすべきである。）  
→?我  紅燒    了   白斑狗魚。  
  私 醤油煮込み 完了相 ノーザンパイク  
 （私はノーザンパイクを醤油煮込みした。）  
→?我  在   紅燒    白斑狗魚。  
  私 進行相 醤油煮込み ノーザンパイク  
（私はノーザンパイクを醤油煮込みしている。）  
→?我  紅燒    著   白斑狗魚。  








（3）這次 交易拍賣會 上 一些 學   過  電腦  的 人 上機試用， 
今回  競売会  で 若干 習う 経験相 パソコン の 人 試用 
一般   只  需 半個小時 就    能   盲打。（CCL） 
一般に ただ 必要 半時間 条件ﾏｰｶｰ できる ブラインドタッチ  
（今回の競売会でパソコンを習ったことのある人が数名試してみた。通常は 30
分ぐらいで慣らせばブラインドタッチができるようになる。）  
→？我  盲打       了   鍵盤。  
  私 ブラインドタッチ 完了相 キーボード  
 （私はキーボードをブラインドタッチした /見ずに打った。）  
→？我  在   盲打       鍵盤。 
  私 進行相 ブラインドタッチ キーボード 
（私はキーボードをブラインドタッチしている /見ずに打っている。） 
→？我  盲打       着   鍵盤。 
  私 ブラインドタッチ 進行相 キーボード 
（私はキーボードをブラインドタッチしている /見ずに打っている。）  
 
 （2）の「紅燒」（醤油煮込み）を例に取ってみると、「白斑狗魚則肉質緊湊，需紅燒」と









を指摘する。4.5、4.6 では第 2 章で提示した仮説及び複合語の選択制限を手掛かりに分析
を試みる。補足的に 4.7 では本研究の主張の反例のような例文を検討する。4.8 で一旦まと
めをした上、4.9 では「述補式複合動詞」に分類される内項複合語を考察する。4.10 では









合語をすべて「複合動詞」とし、次の 5 つの分類を提案している。 
 
（4）  a.「述賓式」（述語＋目的語）：唱歌（歌を歌う）、乾杯（飲み干す）、充電、動員、 















































主語、目的語  述語  連体修飾語  連用修飾語 
 
 
         名詞    動詞   形容詞   副詞 










主語、目的語  述語  連体修飾語  連用修飾語 
 
 
         名詞    動詞   形容詞   副詞 








 また、范晓（1992: 176）も「从语言事实来看、汉语的 VP 作谓语是无条件的、凡是 VP、
一定能作谓语；VP 作谓语最普遍、最常用、主谓结构的谓语绝大多数由 VP 充当。相反、VP
一般不作主宾语（言語事実から見ると、中国語の VP を述語にするのは無条件である。VP
であれば、必ず述語にでき、述語としての VP は最も一般的、最もよく用いられる。SVO











文内機能 主語、目的語 述語 連体修飾語 
















（6） 看  报（単音節動詞＋単音節名詞）、看 报纸（単音節動詞＋二音節名詞）  
見る 新聞            見る 新聞 
（新聞を読む）  
（7） 开  车（単音節動詞＋単音節名詞）、开  火车（単音節動詞＋二音節名詞）  
運転 車             運転 汽車 
（車を運転する；汽車/電車を運転する）  
（8） 打扫 街道(二音節動詞＋二音節名詞)、*打扫 街(単音節動詞＋単音節名詞  
掃除 道               掃除 道 
（道を掃除する）  
（9） 种植  果树(二音節動詞＋二音節名詞)、*种植  树(単音節動詞＋単音節名詞) 
植える 果樹             植える 木 
（果樹を植える；木を植える）  










（10） 书写 纸  
書く 紙  
（筆記用紙）  
申述    人  





张国宪（1989: 188 一部改変）  
 
张国宪（1989）の考察をまとめると、表 4-2 の通りである（表は筆者が张国宪 1989，李
临定 1990，王灿龙 2002 に基づいて作成したものである）  
 
[動詞＋名詞 ]の組み合わせの意味：物  
偏正關係（修飾語－被修飾語）  
[動詞＋名詞 ]の組み合わせの意味：行為  
動賓關係（述語―目的語）  
単音節動詞＋単音節名詞 通常不可  
例：烧鸡、#看报、#开车  
単音節動詞＋二音節名詞 不可  
例：#看报纸、#开火车  
単音節動詞＋単音節名詞 可  
例：看报、开车  
単音節動詞＋二音節名詞 可  
例：看报纸、开火车  
二音節動詞＋単音節名詞 可  
例：书写纸、申述人、降落伞  
二音節動詞＋二音節名詞 可  
例：出租汽车、流行区域 
 （タクシー、流行地域）  
二音節動詞＋単音節名詞 不可  
例：*打扫街、*粉刷墙、*种植树  
二音節動詞＋二音節名詞 可  
例：阅读杂志 




























































（12）a. *小王  每天 水洗  衣服。 
 王さん 毎日 水洗い 衣服 
（王さんは毎日服を水洗いする） 
b. 小王  每天  洗 衣服。 
 王さん 毎日 洗う 衣服 
（王さんは毎日服を洗う） 
（13）a. *小王   紅燒     魚、小英   紅燒     菜。 
 王さん しょうゆ煮込み 魚 英さん しょうゆ煮込み 野菜 
（王さんは魚を、英さんは野菜をしょうゆ煮込みする）  
b.小王   燒  魚、小英   燒  菜。 





（14）a. *小王  在   袋裝   剛才  買  的 東西。 
 王さん 進行相 袋詰め 先ほど 買う の もの 
（王さんは先ほど買ったものを袋詰めしている。） 
b.小王   在   裝   剛才  買  的 東西。 
 王さん 進行相 詰める 先ほど 買う の もの 
（王さんは先ほど買ったものを詰めている。） 
（15）a. *小王  在    盲打     字。 
 王さん 進行相 ブラインドタッチ 字 
（王さんはキーボードを見ずに字を打っている。）  
b. 小王  在   打  字。 
 王さん 進行相 打つ 字 
（王さんはキーボード/字を打っている。） 
（16）a. *小王  在   路考    駕照。 
 王さん 進行相 路上試験 運転免許 
（王さんは運転免許の路上試験の受験中である。） 
b. 小王   在   考   駕照。 
 王さん 進行相 受験 運転免許 
（王さんは運転免許の試験の受験中である。） 
（17）a. *小王  海釣  了    很多  魚。 
 王さん 海釣り 完了相 たくさん  魚 
（王さんは海でたくさんの魚を釣った。） 
b. 小王  釣   了   很多   魚。 
 王さん 釣る 完了相 たくさん  魚 
（王さんはたくさんの魚を釣った。） 
（18）a. *小王  手寫  了   一封  信。 
 王さん 手書き 完了相 一通 手紙 
（王さんは一通の手紙を手書きした。） 
b. 小王  寫   了  一封  信。 





（19）a. *小王  乾刮  了   鬍子。 
 王さん 空ぞり 完了相  ひげ 
（王さんはひげをから剃りした。） 
b. 小王  刮   了   鬍子。 
 王さん 剃る 完了相  ひげ 
（王さんはひげを剃った。） 
（20）a. *小王  夜爬  過   富士山。 
 王さん 夜登り 経験相 富士山 
（王さんは富士山に夜登りしたことがある。） 
b. 小王  爬   過  富士山。 
 王さん 登る 経験相 富士山 
（王さんは富士山に登ったことがある。） 
（21）a. *小王  筆譯  過  『哈利波特』。 
王さん  翻訳 経験相 ハリーポッター 
（王さんは『ハリーポッター』を翻訳したことがある。） 
b. ?小王 譯  過  『哈利波特』。 

















（22） a．全體 與會者 按  慣例 合唱  了  大會主題歌 《希望》。（CCL） 
  全員 参加者 従う 恒例 合唱 完了相 大会テーマ曲 希望 
 （参加者全員は恒例に従い大会テーマ曲「希望」を合唱した。） 
b．全體 與會者 按  恒例  唱   了  大會主題歌 《希望》。 
全員 参加者 従う 慣例 合唱 完了相 大会テーマ曲 希望 
 （参加者全員は恒例に従い大会テーマ曲「希望」を歌った。）  
（23）a．自然 彷彿  冬眠 了，  只  偶爾   有 幾隻 小鳥 喳喳  著。（CCL） 
  自然 まるで 冬眠 完了相 ただ たまに ある 数匹 小鳥 囀る 継続相 
（自然はまるで冬眠しているようだ。たまに小鳥が囀っているのが聞こえる） 
b．*自然  彷彿  眠   了。 














（24） 白斑狗魚    則   肉質  緊湊，   需  紅燒。 
ノーザンパイク と言えば 肉質 引き締まり 必要 醤油煮込み  
（ノーザンパイクは身が引き締まっており、醤油煮込みにすべきである。） 
 
















（25）他們 都   高舉    著  雙手，只有 田福賢 很    不在乎地 
彼ら とも 高く挙げ 進行相 両手 だけ  人名 とても 涼しい顔をして 
垂    著   一隻 手 另 一隻 手  插   著    腰。（CCL） 
垂らす 進行相 一本 手 他 一本 手 当てる 進行相  腰 
（彼らはみんな両手を高く挙げており、田福賢さんだけ涼しい顔をして一本の手を
垂らしもう一本の手を腰に当てていた。） 
（26）緊握      扶手、 站   穩    踏階。（台北地下鉄駅構内アナウンス） 



















































（28） a．中國人， 請  幫助   你   自己  的   合唱  走向 世界！（CCL） 
   中国人  くれ 手伝う あなた 自分 の  合唱 向かう 世界 
（中国人よ、あなたたちの合唱で世界に名を轟かせようじゃないか！）  
b．* 請  幫助   你  自己 的   唱   走向  世界！ 



















後項の主要部動詞に影響をもたらし、重ねられる性質をなくしたからとしている（同 : 426）。 


















（31）?*他 在    盲打。 
彼 進行形 ブラインドタッチ 
（彼はキーボードを見ずに字を打っている。） 
（32）*他 盲打        了。 































（34）（＝（23a））自然 彷彿  冬眠 了 ， 只   偶爾 有 幾隻小鳥 喳喳 著。 





（35）在 自然界、 很多  生物  都  有  儲存  生命 的 本領、 這  
で 自然界 たくさん 生物 とも ある  貯蔵  生命 の 能力  これ 
就是  在  低溫下 的 冬眠。（CCL） 
こそ  で 低温下 の 冬眠 
（自然界における多くの生物は命を維持する本能があり、それは、低温下の冬眠
である。） 
（36） 冷   泡  茶（商品名） 
冷たい 淹れる 茶 
（水出し茶） 
（37） 冷   泡   讓  茶  更   好喝。（http://www.kuangchuan.com/） 
冷たい 淹れる させる 茶 もっと おいしい 
（水出しでお茶はもっとおいしくなる。） 
（38）失火 的   是   一棟 木製 29 樓房。（CCL） 
火事 の コピュラ 一棟 木造  家屋 
（火が出たのは木造家屋だった。） 
 
 一つ断っておきたいことは、図 4-3 の分類の他にも観点によっては他の分類も可能であ
る。4.3 節でも論じたように、中国語の単語は形態変化を経ずに時々複数の機能が観察さ

















（40）（＝（28a））中國人、請 幫助  你  自己 的 合唱 走向 世界（目的語） 

















名詞  非述形容詞  形容詞  自動詞  他動詞 









































































 第 2 章でも述べたように、尹世超（2002）が動詞の外部に注目しているように、本研究
も語の外部、すなわち修飾語として用いられる複合語自体のみならず、被修飾語として用
いられる名詞に関する背景的な知識を重要視している。尹世超（2002）と異なるのは、本
                                                 





















（52）冷    泡  茶 
冷たい 淹れる 茶 
（水出し茶） 
紅   燒  肉 














      （a）    （b） 
 






































（55）清     蒸  魚 
サラサラ 蒸す 魚 
（魚の酒蒸し） 
水  煮  魚 
水 煮る 魚 
（魚の水煮；辛煮） 
醋  溜   魚 


































               
       （a）    （b）   前景化    （c） 
        「茶」/「魚」       「冷泡茶」/「紅燒魚」 
図 4-4.「茶」、「魚」から「冷泡茶」、「紅燒魚」への概念転換 
 

















 このような概念転換は次のイメージ・スキーマで表示することができる。  
 
    
         （a）    （b）    （c）    （d） 
















                                                 









（57）乾  吃  （泡麵） 
乾く 食べる 即席めん 
（（即席めんを）湯に漬けずに食べる） 
盲  打 （*鍵盤） 
盲 打つ キーボード 
（ブラインドタッチ） 
夜  騎 （*自行車） 




















































   フタをして数分間待つ。  
   （袋麺の場合）熱湯が沸騰している鍋に麺を入  
   れて数分間煮て、調味料が入れてある丼に移し  


































      ンが並べられている長方形、パソコンに繋  








































一般的には日中に行うことを夜に行う  ～をして夜を明かす 
 
 
 夜遊、夜騎、夜跑   夜爬      夜唱 




     
              （a）        （b） 
             騎自行車        夜騎 
図 4-6．「デフォールトでないプロセス」から「非典型的なモノ」への概念転換 
 
























（64）（＝（2））白斑狗魚   則   肉質 緊湊，   需  紅燒（CCL） 
ノーザンパイク と言えば 肉質 引き締まり 必要 醤油煮込み 
（ノーザンパイクは身が引き締まっており、醤油煮込みにすべきである。） 
（65）雖然 他們  要   聘  的 英語 翻譯    只要  會  筆譯， 
けど 彼ら 意志ﾏｰｶｰ 招く の 英語 翻訳（者） ただ できる 翻訳 
底薪  也  很  豐厚（CCL）。 



























（66）紅燒魚→魚   紅燒     了。 
   魚 しょう油煮込み  変化 
   （魚はしょうゆ煮込みした。） 
（67）手洗衣物→?衣物 手洗   了。（cf. 衣物洗了） 
     服 手洗い  変化 
   （服は手洗いした。） 
（68）手搖窗→*窗（戶） 手搖  了。 
  窓   手回し  変化 
   （窓は手回しした。） 
（69）高射砲→*砲  高射  了。 
    大砲  高射 変化 














（70）這   件  衣服 需要 手洗。 
この 数量詞 衣服 べき 手洗い 
（この服は（縮むから）手洗いすべきだ。） 
（71）這   件  衣服 需要 洗  了。 















（72）我  原來   是   個 教師、又   會  書法、家裡 
私 もともと コピュラ 名 教師 また できる 書道  家 
還   搞  收購。（CCL） 
なお やる 買い付ける 
（私は元々教師だったし、書道もできるし、しかも実家では商売もやっている。） 
（73）中國人  不    會  英語 和  法語、  我 怎麼  和 他們 



































詞の連続性（図 4-3 の再掲） 
 
































（75） 小王  出版  了  一本 書。 
王さん 出版 完了相 一冊 本 
（王さんは一冊の本を出版した。） 
（76） 颱風 登陸  了  台灣。 
台風 上陸 完了相 台湾 
（台風が台湾に上陸した。） 
（77） 小王  跟 小英   結婚  了。 
王さん と 英ちゃん 結婚 完了相 
（王さんは英ちゃんと結婚した。） 
（78） *小王   在   吃醋   小英。（cf．小王在吃小英的醋。） 







（79） *小王   在  消毒 廁所。（cf．小王在給廁所消毒。/*小王在消廁所的毒） 




























                                                 






























































（83） *我  構   了   詞。 







（84） *他  接    著   線。 
彼 つなぐ 進行相  線 
（彼は電話を繋いでいる。） 
（85） *我 在   洗  衣
36
 
私 進行形 洗う 衣服 
（私は服を洗っている。） 
（86） *老婆 要  幫   我   刮  鬍。 
 妻 意志 手伝う 私  剃る ひげ 
（妻は髭剃りを手伝ってくれる。） 
（87）*打  火  花   了  我 一小時。 


































                                                 
























    
               （a）      （b） 
               紙       捕蠅紙 



















































（90） [如何＿ ]（如何に＿）  
（91） [需要＿ ]（＿べきだ。）  
 
 本章では、中国語の基本語順を示す SVO 構文を利用し、複合語のその構文に現れ得る





（92）颱風 登陸 台湾  了。（述賓式複合動詞）  
台風 上陸 台湾 完了相  
（台風が台湾に上陸した。）  
（93）小王  打破 記録  了。（述補式複合動詞）  
王さん 打破 記録 完了相  
（王さんは記録を破った。）  
（94）我  高舉    著  双手。（偏正式複合動詞）  







（95）流氓  毆打 員警。（並列式複合動詞）  
やくざ 殴打 警察官  
（やくざが警察官を殴った。）  
（96） 你  老是   磋跎   光陰。（連綿詞 38）  
あなた いつも 無駄にする 光陰 
（あなたはいつも時間を無駄にする。）  
 
 本章の品詞判定の基準を表で示すと次の通りである。  
 
主語、目的語  修飾語  述語  品詞  例  
× ○  × （非述）形容詞  紅焼、洗髪  
○  ○  ○  非典型的動詞  合唱、結婚  
× × ○  動詞  高挙、得罪  
○  × × 名詞  盲打  





本研究の分類 機能、品詞 例 従来の分類 
内項複合語 行為を表す動名詞 投票 述賓式複合動詞 
属性を表す形容詞 洗衣（機） 




表 4-5. 中国語の動詞由来複合語に関する考察結果 
 







































第 5 章 日本語と中国語の動詞由来複合語の対照  
 
 
















な違いがあるのか、また、その違いは何によるのかを、本研究の第 3 章、第 4 章の考察結
果と関連させつつ、対照分析していく。  











5.5 では本章の結論及び今後の課題を提示する。  
 









      言語  
意味  






















行為  mountain-climbing 山登り  出版（出版）  







                                                 








 まず、表 5-1 の中国語の「搖籃」（揺りかご）と「畫家」（画家）を見るが、この種のモ
ノ名詞は他に「走狗」（［悪事の］使われ者）や「扶手」（手すり）、「飛船」（飛行船）、「動
物」、「蒸籠」（せいろ）、「渡船」（渡し船）、「觀點」（観点）に見るように、中国語の語彙に











心構造である 40。  
 
（1） モノ名詞として用いられる中国語の動詞由来複合語  
 理  事  
 処理 仕事  
（理事）  
 司  機  
 司る 機械  
（運転手）  
                                                 







 炒    飯＝飯の一種≠飯以外のもの  
炒める ご飯  
（チャーハン）  
 燒    雞＝鶏の一種≠鶏以外のもの  
 焼く   鶏  
（ローストチキン）  
 烤    鴨＝アヒルの一種≠アヒル以外の物  
 焼く   アヒル  
（北京ダック）  
 拉   麵＝麺の一種≠麺以外のもの  
引っ張る 麺  
（ラーメン）  
 插   圖＝絵の一種≠絵以外のもの  
差し込む 絵  
（挿絵）  
 愛    人＝人の一種≠人以外のもの  




















（2）剪 指甲  
 切る  爪  
（爪を切る（こと））  
（3）  刷  牙  
磨く 歯  
（歯を磨く（こと）  
（4）  吹 牛（皮）  
吹く  牛 革  
（ホラを吹く（こと））  
（5）什麼 時候  辦 畢業*（典禮）？ 
何  時  行う 卒業  式 
（卒業*（式）はいつ行われるのか？） 
（6）他  都   用 進口 *（貨）。  
彼 いつも 使う  輸入   品  
（彼はいつも輸入*（品）を使う。）  
（7）下課 *（時間）  到   了。  








































（8） 高舉   雙手  







（9） 收集 資料  
収集 資料  
（資料を収集する。）  
（10）打破 沉默  
打破 沈黙 
（沈黙を破る。）  














現させるには一般的に次に示される 3 つの方法が用いられる。  
 
（12）動詞と目的語の語順を逆さにする方法：  
a．蒼蠅  拍 
ハエ 叩く 
（ハエ叩き） 











a．畫 畫 的  
描く  絵 の  
（絵描き） 
b．挖 耳朵 的  
掻く 耳  の  
（耳かき）  
c．#停  車 的  
 止める 車 の  
（車寄せ）  
d．#日  落  的  
  日 落ちる の  
（日暮れ）  
（14）具体的な何かを示す名詞をつける方法：  
a．洗  碗  精  
 洗う お碗 エキス  
（食器用洗剤）  
b．洗  碗  機  
洗う お碗 機器  
（食器洗浄機）  
 
 （12）は基本語順の（S）VO を逆さにし、OV にする方法であるが、古代中国語の名残
だとされ、現代中国語においては上記のようなわずかな例を除き、基本的には許されない
（刘叔新 2006）。  


































 洗衣機、抽風機、飲水機  
掃街車、鏟雪車、撒水車  
更衣室、候客室、美容室… 
図 5-1. 中国語における属性を示す（非述形容詞の）動詞由来複合語の語形成  
 




























図 5-1 と図 5-2 を比較すると、図 5-1 の「洗衣」（服を洗う）や「飲水」（水を飲む）は
「洗衣機」、「飲水機」に見るように、形容詞としては用いられているが、動詞としては以
下の（15）、（16）に示されるように用いられない 42。  
 
（15）*我  在  洗  衣（cf. 我 在  洗  衣服）  
 私 進行 洗う  服   私 進行 洗う  服 
（私は服を洗っている。）  
（16）*我 飲  水  了（cf. 我 喝  水 了）  
私  飲む 水 変化  私  飲む 水  変化  
（私は水を飲んだ。）  
 












（17）我   在   洗  碗。 
私 進行 洗う 椀 
（私は皿洗いをしている。） 
（18）借   我   洗   碗 *（機）。 
貸す 私  洗う 椀   機 
（食器洗浄機を貸して。） 
（19）我   投票   了。 
私  投票  変化 
（私は投票をした。） 
（20）投票*（所） 在     哪？ 

























意味：[V]＝動作 [N1]＝[V]という動作が及ぶ対象 [N2]＝特定のモノや人など  






















                                                 


































































意味： [N1]＝[V]という動作が及ぶ対象 [V]＝動作 [N2]＝特定のモノなど  
[[N1][V]]＝ [N2]の用途など  
 














































































て扱われているように、一般的に動詞 46として用いられる。  
 
（38）他  在   吹   牛。（「ホラを吹く」という意味；複合語）  
彼 進行相  吹く 牛 
（彼はホラを吹いている。）  
（39）他  在   唱  歌。（「歌を歌う」という意味；動詞句）  
彼 進行相 歌う 歌 
（彼は歌を歌っている。）  
 
 しかし、場合によっては名詞のように、主語、目的語として用いられることもある。  
 
（40）他 喜歡  吹  牛。（「ホラを吹く；ホラ吹き」という意味；内項複合語）  
彼 好き 吹く 牛  
（彼はホラを吹くことが好きだ。）  
（41）  唱 歌  是   一件  快樂   的  事。（「歌を歌う」という意味；動詞句） 
歌う  歌 ｺﾋﾟｭﾗ 数量詞 楽しい  の こと  






                                                 
45 形容詞として用いられる例は第 3 章で考察したように、（動）名詞として用いられる例
と動機づけが異なっているため、以下の議論に含めない。  


















当たる形態素をつける必要がある 47。  
 
（44）我  是   一位  教*（師）。 
私 コピュラ 一名  教  師 
（私は教*（師）である。） 
（45）他 的  吃  *（相）。 
彼 の 食べる  ふり 
（彼の食べ*（っぷり））  
（46） 借  我  洗  碗 *（精）。 
























 第 4 章の図 4-8 では「洗碗（皿洗い）」を動詞と形容詞の間に納めた。その理由は「洗
碗（皿洗い）」が（47）、（48）の例文に見るように（進行相を示すマーカー「在」が付い
た）述語としても修飾語としても用いられるからである。（49）の目的語としての用法も






（47）我  在   洗  碗。  
私 進行相 洗う お椀  
（私は食器を洗っている。）  
（48）  洗  碗  精  
洗う お椀 エッセンス  
（食器用洗剤）  
（49）我   不  喜歡 洗  碗。  
私 否定 好き  洗う  お椀  
（私は皿洗い /皿を洗うのが好きではない。）  
 











 本節では前節に引き続き、日中両言語の動詞由来複合語の機能をより詳しく見ていく。  
 最初に、日本語の動詞由来複合語であるが、中国語と異なり、日本語の動詞由来複合語
は形態的に名詞となっており、主語、目的語として用いられるのが一般的であるが、（50）
～（54）のように [-する ]を後接し、述語としても用いられるものもある。  
 
（50）庭に水撒きする。（影山 1999: 133）  
（51）私鉄各社がそろって運賃を値上げ /値下げした。（影山 1999: 134）  
（52）下絵を色付けする。  

















わっていないと考えられる。換言すれば、「～が /を /に /＿する」という構文における「する」
の前に置くことで、それを動詞のように機能させるだけなのである。これは言語の経済性
から考えても合理的である 50。実際、活用変化が起きる部分は「する」だけであることを






                                                 




















（56）得罪   上司。 
怒らせる 上司 
（上司を怒らせる。） 
（57）遷怒     朋友。 
八つ当たり  友人  
（友人に八つ当たりする。）  
（58）登陸 日本  












（59）*漲價 牛奶。  











（60）  掃  祖先 的 墓。 (cf. 給祖先掃墓。 /*掃墓祖先。 ) 
掃く 先祖 の 墓  
（先祖の墓参り（をする）。）  
（61） 吃  他 的 醋。（cf. *給他吃醋/*吃醋他。）  
食べる 彼 の 酢 
（彼の焼き餅を焼く。）  
（62） 炒  他   魷魚。（cf. #給他炒魷魚/*炒魷魚他）  
炒める 彼 するめいか  
（彼を首にする。）  
（63）  給   手機   充電。（cf. ?充手機的電。 /*充電手機。）  
与格  ケータイ 充電  
（ケータイを充電する。）  
（64）  給  底稿  上色。（cf. ?上底稿的色 /*上色底稿）  
与格  下絵 色づける  
（下絵を色付ける。）  
（65）牛奶  漲價   了。（cf. *漲牛奶的價。）  
牛乳 値上がり 変化 
（牛乳が値上がりした。）  
（66）相片 褪色   了。（cf. *褪相片的色）  



















（67）?? 掃  大理石 的 墓。  
掃く 大理石 の 墓  
（??大理石の墓を参る）  
（68）?? 吃  他 的 烏醋。  
食べる 彼 の 黒酢 
（彼の黒酢を飲む。）  
（69）?? 炒  他 北海道   魷魚。  

















（70）他  在 比賽中 放 水。  
彼 位置  試合中  放つ  水  
（彼は試合中に八百長をした。）  
（71）??他 在  比賽中   放  糖水。  
 彼 位置  試合中 放つ 砂糖水 
（彼は試合中に砂糖水を放った。）  
（72）??他 在  比賽中 放 我 弄 的 糖水。  
 彼  位置 試合中  放つ  私  作る  の  砂糖水  
（彼は試合中に私が作った砂糖水を放った。）  
（73）他  在    摸  魚。  
彼 進行 触る 魚  
（彼は油を売っている。）  
（74）??他  在  摸 鯉魚。  












（75）我  在    吃  麵。  







（76）我  在  吃   炒麵。  
私 進行 食べる 焼きそば  
（私は焼きそばを食べている。）  
（77）我  在    吃  媽媽  炒  的 麵。  







（78）他  偷  了  我 的 錢包。 
彼 盗む 完了  私 の 財布  
（彼は私の財布を盗んだ。）  
（79）我 的 錢包  被  他  偷  了。  
私 の 財布 受動 彼 盗む 変化  
（私の財布は彼に盗まれた /私は彼に財布を盗まれた。）  
（80）他  吃   了 我 的 麵。  
彼 食べる 完了  私 の 麺  
（彼は私の麺を食べた。）  
（81）我 的 麵  被   他  吃   了。（cf. ?我被他吃了麵。）  
私 の 麺 受動 彼 食べる 変化  
（私の麺は彼に食べられた。）（私は彼に麺を食べられた。）  
（82）政府  洗  我 的 腦。  
政府 洗う 私 の 脳  
（政府が私を洗脳した。）  
（83）??我 的 腦  被  政府  洗  了。（cf. 我被政府洗腦。）  






（84）他  佔  我 的 便宜。  
彼 占める 私 の  得  
（彼は私の得をする。）  
（85）??我 的 便宜 被  他  佔   了（cf. 我被他佔便宜）  
 私 の  得 受動  彼 占める 変化  
（私の得は彼にされた。）  
（86）他  吃  我 的 豆腐。  
彼 食べる 私 の 豆腐  
（彼は私の豆腐を食べた。「彼は私にセクハラをした。」という意味で）  
（87）#我 的 豆腐  被  他  吃   了。（cf.我被他吃了豆腐。）  

























（90）ご飯をパック詰めする。（Yumoto2010: 2393）  
（91）下絵を色付けする。（Yumoto2010: 2393）  





















                                                 














 日本語  中国語  
形態  語  動詞句（と同様）  







2 種類  
（e.g.， [墓参り ]、 [-狩り ]）  
1 種類  





[＿が V]主語  
（e.g.，風船売りがいる。）  




[NV＿] 目的語  
（e.g.，他喜歡爬山）  





[(在 )＿ (了 )] 自動詞述語  
（e.g.，在吃飯。）  






















うに動詞が名詞を作る接辞に変化することが難しく、形式が 1 種類のみだと考えられる。 
























第 6 章 結論  
  
  














































































































 生産性と同様に、日本語の動詞由来複合語も表 6-1 に示されるように語形成レベルの違
いによって決定されると考えられてきた。 
 
 内項複合語  付加詞複合語  






手作り  黒焦げ  
品詞  普通名詞  形容詞  動名詞  動名詞  形容詞  


















































*我  在    洗   衣。 
 私 進行形 洗う 衣服 
 （私は服を洗っている。） 
（23） 「偏正式複合動詞」（付加詞複合語）： 
*我   在    紅燒     魚。 
 私 進行形 醤油煮込み  魚 
 （私は魚を醤油で煮込んでいる。） 
 

































































（30） 手  搖  窗 
手 揺らす 窓 
（手回し窓） 
??手  搖   椅 
 手 揺らす 椅子 
（??手揺り椅子） 
（31） 盲  打  （鍵盤） 
盲 打つ キーボード 
（（キーボードの）ブラインドタッチ） 
盲  打  （??球） 






















6.2 対照の結果  
 














































第 3 章の 3.3.4 節で見た「日本海育ちのブリ」や「宍道湖生まれのシジミ」にも似ている。
「日本海」や「宍道湖」が固有名詞であるため、他の名詞との共通事項を抽出することは
難しいが、今後は「学習者」と「辞書」や「文法」、「パイロット」と「天気」や「空港」
                                                 










偏正式複合動詞 述補式複合動詞 意味 
平躺 躺平 仰向けに水平に寝る 
高舉  舉高 高く挙げる 
緊握  握緊 きつく握る 
表 6-2. 同義だと思われる中国語の「偏正式複合動詞」と「述補式複合動詞」 
 









（36） *我  截    稿   了   （論文）。 











（37） 論文 什麼時候  截    稿？ 
論文  いつ  締め切る 原稿 
（論文の締め切りはいつなのか？） 
 
 また、「紅燒」と「手搖」、「高射」の違いは第 4 章に提示した文のほかに、次の「是
…的」（コピュラ）構文にも三者の違いが現れる。 
 
（38） 這   魚  是   紅燒   的。 
この 魚 ｺﾋﾟｭﾗ 醤油煮込み の 
（この魚は醤油煮込みだ。） 
（39） ?? 這  窗  是   手搖  的。 
 この 窓 ｺﾋﾟｭﾗ  手回し の 
（*この窓は手回しだ。） 
（40） ?? 這   炮  是   高射  的。 
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